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財
政
健
全
化
判
断
比
率

　
平
成
24
年
度
決
算
に
基
づ
く
財
政
健
全

化
判
断
比
率
は
、
早
期
健
全
化
基
準
以
内

で
あ
り
、
財
政
の
適
正
運
営
が
行
わ
れ
ま

し
た
。指標の名称

平成２４年度 平成２３年度
早期健全
化基準　 比率 比率

実質赤字
比率 １２．２５ － －

連結実質
赤字比率 １７．２５ － －

実質公債費
比率 ２５．０ ４．７ ５．７

将来負担
比率 ３５０．０ １８．８ １６．３

区　分 使　い　道 金額
（千円）

総額に対する割合
(%)

前年度比
(％)

住民一人当り額
(円)

議 会 費 議会運営等 307,279 0.8 △ 20.4 2,560
総 務 費 庁舎や職員の管理費、財政、徴税、選挙等 4,406,502 11.6 △ 12.8 36,710
民 生 費 福祉、高齢者福祉、国民年金、子育て等 11,682,927 30.8 2.7 97,329
衛 生 費 健康増進、ごみ処理、環境衛生等 2,555,829 6.7 △ 3.6 21,292
労 働 費 雇用促進、勤労者支援等 132,919 0.4 4.4 1,107
農林水産業費 農業、土地改良等 314,732 0.8 △ 24.3 2,622
商 工 費 商工業、観光振興等 313,333 0.8 △ 35.4 2,610
土 木 費 道路、公園、区画整理事業等 7,445,889 19.6 54.5 62,030
消 防 費 火災、風水害等 1,852,316 4.9 6.3 15,431
教 育 費 学校教育、社会教育、スポーツ振興等 5,438,830 14.3 27.2 45,310
公 債 費 市債などの返済金 3,516,738 9.3 △ 15.5 29,297
合　　計 37,967,294 100.0 6.8 31,630

◎
各
指
標
に
つ
い
て

①
実
質
赤
字
比
率
（
一
般
会
計
等
の
赤
字
の
大
き
さ
）

＝
一
般
会
計
等
を
対
象
と
し
た
実
質
赤
字
額
の
標
準
財

政
規
模
に
対
す
る
比
率

②
連
結
実
質
赤
字
比
率
（
市
全
体
の
赤
字
の
大
き
さ
）

＝
全
会
計
を
対
象
と
し
た
赤
字
額
（
又
は
資
金
の
不
足

額
）
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率

③
実
質
公
債
費
比
率
（
借
入
金
な
ど
の
そ
の
年
の
返
済

額
の
大
き
さ
）
＝
一
般
会
計
等
が
負
担
す
る
地
方
債
の

元
利
償
還
金
及
び
準
元
利
償
還
金
の
標
準
財
政
規
模
に

対
す
る
比
率
（
３
か
年
平
均
）

④
将
来
負
担
比
率
（
借
入
金
の
残
高
な
ど
今
後
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
負
債
の
大
き
さ
）＝
一
般
会
計
等
が

将
来
負
担
す
べ
き
公
営
企
業
会
計
、
出
資
法
人
等
を
含

め
た
実
質
的
な
負
債
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率

※
標
準
財
政
規
模　

地
方
公
共
団
体
の
標
準
的
な
行
政

活
動
を
行
う
際
に
必
要
と
な
る
一
般
財
源
の
総
計

一般会計目的別歳出内訳

（単位：％）

市税
36.4％

民生費
30.8％公債等

9.3％

衛生費
6.7％

土木費
19.6％教育費

14.3％

総務費
11.6％

市債
19.4％

地方交付税
15.0％

国庫支出金
11.6％

繰越金 3.6％

県支出金 4.8％

その他 7.0％ 一般会計歳入

歳入
394億6,735万円

歳出
379億6,729万円

一般会計歳出諸収入 2.2％ 消防費 4.9％
その他 2.8％

市税
36.4％

民生費
30.8％公債等

9.3％

衛生費
6.7％

土木費
19.6％教育費

14.3％

総務費
11.6％

市債
19.4％

地方交付税
15.0％

国庫支出金
11.6％

繰越金 3.6％

県支出金 4.8％

その他 7.0％ 一般会計歳入

歳入
394億6,735万円

歳出
379億6,729万円

一般会計歳出諸収入 2.2％ 消防費 4.9％
その他 2.8％ 　

９
月
定
例
会
は
、
９
月
３
日
か
ら
９
月
26
日
ま
で
の
24
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
初
日
に
、
市
長
提

出
議
案
と
し
て
「
鴻
巣
市
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
里
づ
く
り
基
金
条
例
」「
平
成
25
年
度
鴻
巣
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）」「
平

成
24
年
度
鴻
巣
市
一
般
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
」
な
ど
28
議
案
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
同
意
・
可
決
・
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
２
議
案
が
上
程
さ
れ
、
１
件
は
可
決
、
１
件
は
否
決
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
今
定
例

会
に
提
出
さ
れ
た
請
願
は
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。



平成２４年度
一般会計　歳入 ３９４億６７３５万円
　　　　　歳出 ３７９億６７２９万円
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事業名 金額（千円） 事業名 金額（千円）
①安全・安心でゆったりと暮らせるまちづくり ④利便性が高くうるおいのあるまちづくり
○消防ポンプ自動車更新事業 62,414 ○鴻巣駅東口Ａ地区市街地再開発事業 1,733,442
○こうのとりの里研究事業 4,380 ○三谷橋大間線街路事業 744,911
○防災行政無線統合事業 131,722 ○市道Ａ－１００４号線整備事業 100,294
②すべての人が健やかで思いやりのあるまちづくり ○三谷橋大間線（２期工事）整備事業 178,442
○放課後等デイサービスセンター設置事業 5,015 ○生活道路改良事業 331,597
○がん検診事業 58,571 ⑤いきいきと個性かがやく活力あるまちづくり
○こどもの医療費支給事業 ３６０,２６２ ○花と音楽の館かわさと拡張事業 12,398
③心ゆたかでときめきのあるまちづくり ○こうのす花まつり開催事業 13,561
○みどりの校庭推進事業 12,785 ⑥市民協働のまちづくり
○吹上複合施設建設事業 322,646 ○市民活動センター整備事業 301,333
○川里生涯学習施設建設事業 247,206 ⑦スリムで効率的な行政経営によるまちづくり
○吹上小校舎改築事業 17,000 ○本庁舎改修事業 13,258

鴻
巣
駅
東
口
Ａ
地
区
第
一

種
市
街
地
再
開
発
事
業

問  

鴻
巣
駅
東
口
Ａ
地
区
の
再
開
発
事
業

の
目
的
と
効
果
は
。

答  

鴻
巣
駅
東
口
Ａ
地
区
第
一
種
市
街
地

再
開
発
事
業
が
平
成
24
年
度
に
終
結
で
き

ま
し
た
。
本
地
区
で
は
、
大
き
く
五
点
を

目
的
と
し
て
事
業
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
点
目
と
し
て
、
高
層
の
施
設
建
築
物

を
建
て
る
こ
と
に
よ
り
、
土
地
の
合
理
的

か
つ
健
全
な
土
地
利
用
を
図
り
、
建
物
の

周
辺
に
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、

土
地
利
用
の
細
分
化
を
防
ぎ
、
壁
面
位
置

の
後
退
を
行
い
、
市
街
地
の
環
境
の
向
上

を
図
り
ま
し
た
。
二
点
目
と
し
て
、
耐
火

建
築
に
建
替
え
る
こ
と
か
ら
、
防
災
性
の

向
上
を
図
り
ま
し
た
。
三
点
目
と
し
て
、

駅
前
広
場
や
駅
東
通
線
、
駅
北
通
線
等
の

都
市
基
盤
の
整
備
や
中
央
図
書
館
、
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
、
映
画
館
等
の
公
共
公
益

施
設
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
四
点
目
と

し
て
、
鴻
巣
市
の
玄
関
口
・
顔
と
し
て
ふ

さ
わ
し
い
駅
前
広
場
、
建
築
物
の
デ
ザ
イ

ン
や
緑
化
及
び
電
線
類
の
地
中
化
等
を
行

い
都
市
景
観
の
向
上
、
街
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
図
り
ま
し
た
。
同
時
に
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
よ
り
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
の
推
進
を
行
い
ま
し
た
。
五
点
目

と
し
て
、
商
業
、
公
共
施
設
、
業
務
、
駐

車
場
、
都
市
型
住
宅
等
の
複
合
施
設
の
整

備
に
よ
り
来
訪
者
の
増
加
、
雇
用
の
創
出

等
、
中
心
市
街
地
と
し
て
の
活
性
化
を
図

り
ま
し
た
。

　
以
上
の
五
項
目
を
主
た
る
事
業
目
的
と

し
、
市
民
の
皆
様
の
活
動
拠
点
、
交
流
拠

点
と
し
て
一
層
の
賑
わ
い
の
創
出
が
期
待

さ
れ
、
本
市
が
さ
ら
な
る
飛
躍
を
遂
げ
る

た
め
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く

も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

三
谷
橋
大
間
線
街
路
事
業

問  

Ｊ
Ｒ
高
崎
線
を
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
す
る

三
谷
橋
大
間
線
の
雨
水
対
策
は
ど
の
よ
う

か
。

答  

通
常
の
降
雨
時
に
は
、
集
水
し
た
雨

水
を
ポ
ン
プ
設
備
等
で
外
部
に
排
出
し
て

決 算

平成24年度の主な事業

決 算

鴻巣市内唯一のアンダーパス
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造
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
一
部
木
造
の

２
階
建
て
で
、
延
床
面
積
が
２
７
２
８

㎡
、
そ
の
ほ
か
付
属
施
設
と
し
て
倉
庫
な

ど
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

　
工
事
の
進
捗
状
況
で
す
が
、
８
月
末
現

在
の
建
築
工
事
で
は
内
装
工
事
を
実
施
中

で
、
そ
の
進
捗
率
は
、
約
78
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
川
里
支
所
棟
の
解
体
工

事
に
つ
い
て
は
、
本
体
・
躯
体
の
解
体
工

事
が
終
了
し
、
現
在
は
、
基
礎
部
分
の
解

体
工
事
を
実
施
中
で
あ
り
ま
す
。

　
開
設
予
定
で
す
が
、
１
日
で
も
早
く
地

域
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
と

の
考
え
か
ら
、
駐
車
場
等
は
完
成
し
て
い

な
い
状
況
下
と
な
り
ま
す
が
、
建
物
が
完

成
し
た
後
の
来
年
１
月
に
開
所
、
開
館
を

予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

の
進
捗
状
況
は
。
ま
た
、
今
後
の
事
業
の

見
通
し
は
。

答  

本
事
業
は
、
鴻
巣
地
域
と
川
里
地
域

を
結
ぶ
幹
線
道
路
の
整
備
と
し
て
、
渋
井

橋
の
架
け
替
え
、
狭
隘
区
間
の
解
消
を
目

的
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
事
業
の
進
捗
に
つ
い
て
で
す
が
、
既
に

用
地
取
得
、
旧
橋
解
体
工
事
及
び
千
間
堀

函
渠
工
事
が
完
了
し
、
今
後
、
橋
梁
下
部

工
工
事
を
渇
水
期
で
あ
る
11
月
か
ら
来
年

５
月
に
か
け
施
工
し
ま
す
。
ま
た
、
並
行

し
て
上
部
工
工
事
を
行
う
と
と
も
に
、
そ

の
後
、
橋
梁
の
取
り
付
け
道
路
や
橋
梁
部

分
の
道
路
整
備
等
を
行
い
、
平
成
27
年
３

月
の
完
成
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

吹
上
複
合
施
設
建
設
事
業

問  

平
成
24
年
度
末
の
進
捗
状
況
は
。

答  

吹
上
複
合
施
設
建
設
事
業
は
、
新
市

建
設
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
施
策
別
戦

略
的
・
重
点
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
と
し

て
、
公
民
館
、
図
書
館
、
及
び
吹
上
支
所

等
を
併
設
し
た
複
合
施
設
を
建
設
す
る
も

の
で
、
平
成
27
年
夏
の
完
成
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
末
の
進
捗
状
況
で
す
が
、

新
た
な
吹
上
支
所
が
3
月
25
日
に
開
所

し
、
建
築
工
事
に
係
る
進
捗
率
は
約
38
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
事
業
は
継
続
事
業
で
あ
り
、
こ
の
７

月
３
日
に
は
新
た
な
吹
上
図
書
館
が
開
館

す
る
な
ど
予
定
ど
お
り
順
調
に
進
ん
で
い

ま
す
。
今
後
は
、
建
築
工
事
の
２
期
工
事

に
着
手
し
、
建
物
に
つ
い
て
は
平
成
26
年

10
月
末
の
完
成
を
目
途
と
し
て
い
ま
す
。

川
里
生
涯
学
習
施
設

建
設
事
業

問  
設
計
の
内
容
と
工
事
の
進
捗
状
況
、

開
設
の
予
定
は
い
つ
頃
か
。

答  

川
里
生
涯
学
習
施
設
内
容
で
す
が
、

公
民
館
、
児
童
セ
ン
タ
ー
、
及
び
支
所
機

能
を
併
せ
持
つ
複
合
施
設
で
す
。
そ
の
構

お
り
ま
す
。
し
か
し
、
近
年
増
加
傾
向
に

あ
る「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」等
に
見
舞
わ
れ
る

と
、
周
囲
か
ら
大
量
の
雨
水
の
流
入
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
際
に
は
車
道
部
の
水
位
が

15
㎝
に
達
す
る
と
路
面
冠
水
警
報
装
置
が

作
動
し
、
冠
水
表
示
板
に「
通
行
止
」と
表

示
さ
れ
ま
す
。
同
時
に
、
自
動
遮
断
機
が

道
路
を
遮
断
す
る
こ
と
に
よ
り
、
通
行
車

両
の
安
全
を
確
保
し
て
お
り
ま
す
。

三
谷
橋
大
間
線（
２
期

工
事
）整
備
事
業

問  

三
谷
橋
大
間
線（
２
期
工
事
）整
備
事

業
の
進
捗
状
況
は
。

答  

本
事
業
は
、
中
山
道
鴻
神
社
前
交
差

点
か
ら
国
道
17
号
宮
地
交
差
点
間
に
お
い

て
、
中
心
市
街
地
に
お
け
る
東
西
幹
線
道

路
と
し
て
整
備
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
事
業
進
捗
に
つ
い
て
で
す
が
、
現
在
用

地
買
収
を
中
心
に
実
施
し
て
お
り
、
平
成

24
年
度
末
時
点
の
用
地
取
得
率
は
約
16
％

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
25
年

度
に
つ
き
ま
し
て
も
引
き
続
き
、
用
地
取

得
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

市
道
Ａ-

１
０
０
４
号
線

整
備
事
業（
渋
井
橋
）

問  

市
道
Ａ-

１
０
０
４
号
線
整
備
事
業

決 算

決 算

決 算

決 算

完成が待たれる川里生涯学習施設

●
フラワーセンター

ホーム
センター●

コンビニ　●

渋井橋

埼玉県央
広域消防本部
　　　　　●
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み
ど
り
の
校
庭
推
進
事
業

問  
事
業
内
容
と
子
ど
も
た
ち
の
様
子
は

ど
う
か
。

答  

校
庭
を
芝
生
化
し
、
子
ど
も
た
ち
が

芝
生
の
上
で
過
ご
す
こ
と
で
、
遊
ん
だ
り

駆
け
回
っ
た
り
本
来
の
活
発
さ
を
取
り
戻

す
と
と
も
に
、
緑
化
推
進
・
温
暖
化
対
策

等
、
良
好
な
教
育
環
境
整
備
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
笠
原
小
学
校
と
下
忍
小
学
校

の
校
庭
を
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実
施
し
ま

し
た
。
補
助
率
２
分
の
１
の
埼
玉
県
み
ど

り
の
園
庭
・
校
庭
促
進
事
業
補
助
金
を
活

用
し
、
笠
原
小
学
校
は
、
ト
ラ
ッ
ク
の
内

側
の
約
８
６
０
㎡
、
下
忍
小
学
校
は
ト

ラ
ッ
ク
の
外
側
の
約
１
６
０
０
㎡
を
整
備

し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
裸
足
で
走
れ

て
、
気
持
ち
い
い
」「
寝
こ
ろ
ぶ
と
、
空
が

い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
」「
転
ん
で
も
痛
く
な

い
」「
ズ
ボ
ン
や
ス
カ
ー
ト
が
汚
れ
な
い
」

等
の
感
想
が
あ
り
、
非
常
に
喜
ん
で
い
る

と
の
こ
と
で
す
。

石
綿
セ
メ
ン
ト
管
の
布
設
替
え

問  

水
道
事
業
に
お
け
る
石
綿
セ
メ
ン
ト
管

の
残
延
長
距
離
と
布
設
替
え
終
了
年
度
は
。

答  

合
併
し
た
平
成
17
年
度
末
現
在
、
台

帳
上
６
万
２
３
０
４
ｍ
あ
っ
た
も
の
が
、

平
成
24
年
度
末
現
在
で
は
１
万
２
６
１
７

ｍ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
耐
震
性
の
観
点
か

ら
早
期
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
石
綿

セ
メ
ン
ト
管
の
布
設
替
え
に
つ
い
て
は
、

安
全
で
安
定
し
た
水
の
供
給
を
行
う
た

め
、
平
成
27
年
度
を
布
設
替
え
の
完
了
年

度
の
目
途
と
し
て
、
順
次
最
新
の
耐
震
管

に
布
設
替
え
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
維
持
の

た
め
の
公
費
負
担

問  
加
入
者
は
、
全
世
帯
の
４
割
弱
で
あ

る
が
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

答  

必
要
な
医
療
費
の
２
分
の
１
は
、
保

険
料
で
賄
う
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
低
所

得
者
が
多
い
状
況
の
中
、
そ
れ
だ
け
で
は

足
り
ま
せ
ん
の
で
、
法
定
外
の
公
費
の
投

入
も
や
む
を
得
な
い
状
況
で
す
。
高
齢
化

や
医
療
技
術
の
高
度
化
、
医
療
費
の
２
割

が
調
剤
費
、
受
診
件
数
の
７
％
か
ら
８
％

が
重
複
頻
回
の
可
能
性
も
あ
り
、
さ
ら
な

る
医
療
費
適
正
化
対
策
が
必
要
で
す
。

武
蔵
水
路
改
築
工
事
関

連
整
備
事
業
に
つ
い
て

問  

武
蔵
水
路
に
架
か
る
満
願
寺
橋
の
架

け
替
え
工
事
に
対
す
る
工
事
関
連
負
担
金

の
算
定
方
法
は
。

答  

武
蔵
水
路
改
築
工
事
に
伴
い
、
市
内

で
は
21
橋
の
架
け
替
え
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
満
願
寺
橋
に
つ
い
て
は
既
に
架
け
替

え
が
終
了
し
、
地
域
の
幹
線
道
路
と
い
う

こ
と
か
ら
、
幅
員
に
つ
い
て
も
拡
幅
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
負
担
金
は
、
１
ｍ
を
超
え
る
橋
梁
の
拡

幅
に
な
り
ま
す
と
、
１
ｍ
を
超
え
る
分
の

工
事
費
を
道
路
管
理
者
の
市
が
負
担
し
ま

す
。
満
願
寺
橋
は
、
５
ｍ
か
ら
８
ｍ
に
拡

幅
し
た
の
で
、
1
ｍ
を
超
え
た
２
ｍ
分
の

工
事
費
約
2
0
0
万
円
が
負
担
金
と
な
っ

て
い
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
の
統
合

事
業

問  

統
合
に
よ
る
効
果
と
問
題
点
は
。

答  

本
市
の
防
災
行
政
無
線
は
、
合
併
前

の
１
市
２
町
が
運
用
し
て
い
ま
し
た
装
置

の
統
合
と
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
方
式

へ
の
更
新
工
事
を
、
平
成
20
年
度
か
ら
５

年
間
の
工
期
で
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
統
合
工
事
に
よ
り
、
市
役
所
本
庁

舎
か
ら
一
括
し
て
、
市
内
全
域
に
災
害
情

報
の
発
信
や
日
常
で
は
、
１
日
３
回
の
定

時
放
送
、
鴻
巣
警
察
署
の
依
頼
に
基
づ
く

振
り
込
め
詐
欺
の
発
生
や
迷
い
人
の
放

送
、
交
通
安
全
の
啓
発
放
送
、
熱
中
症
の

注
意
喚
起
な
ど
、
市
民
の
生
命
・
身
体
、

財
産
を
守
る
た
め
の
情
報
や
生
活
に
必
要

な
情
報
等
を
発
信
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

今
後
に
お
い
て
は「
放
送
が
聞
き
取
り

に
く
い
」「
放
送
が
う
る
さ
い
」等
の
意
見

や
要
望
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
で
き
る
限

り
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

花
関
係
の
写
真
資
料
の

電
子
デ
ー
タ
化

問  

内
容
と
活
用
方
法
は
。

答  

花
か
お
り
Ｐ
Ｒ
推
進
事
業
の
一
環
と

決 算決 算

決 算決 算

決 算決 算

拡幅され利用しやすくなった満願寺橋
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し
て
、
花
関
係
写
真
資
料
電
子
デ
ー
タ
化

委
託
料
と
し
て
、
約
５
０
０
万
円
を
か
け

て
、
全
部
で
２
万
３
０
０
０
枚
の
写
真

デ
ー
タ
を
収
集
し
デ
ー
タ
化
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
歴
史
順
、
花
の
種
類
別
に
整

理
し
、
各
学
校
等
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
加
工
す
る

な
ど
し
て
活
用
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
市
が
、「
花
の
ま
ち　

こ
う
の
す
」で

あ
る
こ
と
を
、
各
方
面
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
の
事
業
で
す
。

介
護
認
定
の
審
査

問  

介
護
認
定
の
審
査
は
ど
の
よ
う
に
実

施
し
て
い
る
の
か
。

答  

８
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
た
グ
ル
ー

プ
が
４
グ
ル
ー
プ
あ
り
、
８
人
の
中
で
５

人
が
参
加
す
る
認
定
審
査
会
を
毎
週
火
曜

日
・
木
曜
日
に
開
催
し
1
4
4
回
、
３
５

６
６
件
実
施
し
ま
し
た
。
調
査
員
が
行
っ

た
全
国
統
一
の
調
査
票
で
の
一
次
判
定
結

果
と
主
治
医
の
意
見
書
等
を
事
前
に
委
員

に
配
布
し
、
合
議
の
審
査
に
よ
り
二
次
判

定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

消
防
団
員
の
出
動
状
況
と

ポ
ン
プ
自
動
車
の
更
新

問  

出
動
件
数
の
実
績
と
ポ
ン
プ
自
動
車

の
更
新
状
況
に
つ
い
て
。

答  

平
成
24
年
度
の
消
防
団
運
営
事
業
に

お
け
る
消
防
団
員
の
出
動
件
数
は
、
建
物

火
災
が
21
件
発
生
し
全
て
に
出
動
し
、
堤

外
等
の
そ
の
他
火
災
に
お
い
て
は
27
件
発

生
し
、
そ
の
う
ち
14
件
の
出
動
で
し
た
。

　
次
に
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
更
新
に
つ

い
て
は
、
約
６
２
４
０
万
円
の
決
算
額

で
、
４
台
更
新
し
ま
し
た
。

補
正
・
条
例
等
の
審
議

エ
ル
ミ
こ
う
の
す
ア
ネ
ッ
ク
ス
ビ
ル

漏
水
被
害
修
繕
料

（
５
６
９
７
万
円
）

問  

ど
の
よ
う
な
修
繕
を
し
た
の
か
。

答  

シ
ネ
マ
部
分
は
、
天
井
・
床
・
壁
等

の
修
繕
、
照
明
器
具
や
放
送
設
備
等
の
点

検
・
修
理
、
ス
ク
リ
ー
ン
の
張
り
替
え
等

で
す
。

　
ま
た
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
及
び
中
央

図
書
館
は
、
天
井
と
照
明
器
具
等
の
点
検

修
理
で
す
。

問  

エ
ル
ミ
こ
う
の
す
ア
ネ
ッ
ク
ス
ビ
ル

は
、
保
険
加
入
し
て
い
る
と
は
思
う
が
、

修
繕
費
用
は
賄
え
る
の
か
。

答  

２
つ
の
保
険
に
加
入
し
て
お
り
、
漏

水
に
よ
っ
て
修
繕
し
た
費
用
と
し
て
、
企

業
総
合
保
険
か
ら
５
２
９
０
万
２
９
０
４

円
、
２
階
に
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
の
床

マ
ッ
ト
や
天
井
等
が
破
損
し
た
損
害
保
険

と
い
う
こ
と
で
１４
万
４
９
０
０
円
が
、
保

険
会
社
か
ら
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
請
求
の
手
続
き
を
し
て
い
き
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
営
・

購
入
事
業（
３
９
３
１
万
円
）

問  

購
入
台
数
と
バ
ス
停
を
作
る
と
の
こ

と
だ
が
、
何
基
作
る
の
か
。

答  
川
里
地
域
の
広
田
コ
ー
ス
と
共
和

コ
ー
ス
を
循
環
型
に
す
る
こ
と
、
吹
上
地

域
の
循
環
コ
ー
ス
を
北
と
南
の
２
コ
ー
ス

に
分
け
る
と
い
う
こ
と
で
、
運
行
時
間
・

運
行
距
離
が
大
幅
に
増
え
る
こ
と
か
ら
、

新
た
に
２
台
バ
ス
を
購
入
し
、
合
計
11
台

で
運
行
し
ま
す
。

　
バ
ス
停
は
、
全
部
で
20
基
作
る
予
定
で

す
が
、
新
た
に
川
里
コ
ー
ス
で
屈
巣
地
域

と
柿
の
木
地
域
ま
で
延
伸
す
る
こ
と
か

ら
、
屈
巣
地
域
で
８
基
、
柿
の
木
地
域
で

２
基
の
合
計
10
基
を
作
る
予
定
で
す
。
残

り
の
10
基
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
バ
ス
停

で
傷
ん
で
い
る
も
の
を
交
換
す
る
予
定
で

す
。

Ｅ
Ｖ
充
電
器
の
設
置

（
７
４
４
万
円
）

問  

設
置
場
所
等
に
つ
い
て
。

答  

鴻
巣
駅
東
口
第
１
駐
車
場
４
階
に
、

電
気
自
動
車
用
急
速
充
電
器（
Ｅ
Ｖ
充
電

器
）を
設
置
し
て
、
充
電
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
を
行
い
、
低
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指

し
て
、
電
気
自
動
車
等
の
普
及
促
進
を
図

り
ま
す
。

　
な
お
、
使
用
料
は
、
当
座
の
間
は
無
料

で
す
が
、
他
市
の
動
向
も
調
査
し
て
、
課

金
制
度
の
導
入
を
検
討
し
ま
す
。

決 算 決 算

補正予算

補正予算

補正予算

市民の生命と財産を守るポンプ自動車

平成２６年₃月ごろ設置予定のＥＶ充電器
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鴻
巣
市
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

里
づ
く
り
基
金
条
例

問  

コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共
生
す
る
地
域
づ
く

り
に
向
け
、
平
成
23
年
度
は
自
然
環
境
の

基
礎
調
査
を
行
い
、
平
成
24
年
度
は
基
本

構
想
を
策
定
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
平
成

25
年
度
以
降
の
計
画
は
。

答  

市
民
の
声
を
伺
い
な
が
ら
、
来
年

度
、
飼
育
基
本
計
画
の
策
定
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
審
議
会
で
飼
育
の
方
向
の
答
申

を
い
た
だ
け
れ
ば
平
成
27
年
度
に
専
門
部

会
に
お
い
て
飼
育
実
施
計
画
を
作
成
し
、

そ
の
後
、
環
境
省
・
文
化
庁
の
飼
育
許
可

を
い
た
だ
く
こ
と
か
ら
、
実
際
の
飼
育
ま

で
に
は
４
、
５
年
か
か
る
予
定
で
す
。

問  

基
金
の
積
立
金
と
し
て
４
５
０
０
万

円
計
上
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
飼
育
に
あ
た
り
、
他
市
の
実
績
か

ら
、
ど
の
程
度
の
規
模
で
ど
の
程
度
の
予

算
が
必
要
と
考
え
る
か
。

答  

野
田
市
は
２
羽
飼
育
、
建
設
費
に
つ

い
て
は
管
理
棟
、
公
開
す
る
場
所
等
す
べ

て
で
約
１
億
４
２
０
０
万
円
程
度
で
あ

り
、
福
井
県
で
は
数
千
万
円
程
度
で
し

た
。
本
市
で
は
国
の
補
助
金
等
を
活
用

し
、
規
模
に
つ
い
て
も
過
剰
な
建
設
投
資

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
ま
た
特
定
財
源
を

確
保
し
な
が
ら
建
設
ま
で
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

川
里
児
童
セ
ン
タ
ー

平
成
２６
年
１
月
オ
ー
プ
ン

問  

対
象
年
齢
と
施
設
や
遊
具
は
。

答  

18
歳
ま
で
の
全
て
の
児
童
が
対
象
と

な
り
ま
す
が
、
主
に
３
歳
以
上
の
幼
児
、

小
学
校
１
年
生
か
ら
３
年
生
の
児
童
を
想

定
し
て
い
ま
す
。

　
園
庭
1
4
5
㎡
に
ゴ
ム
チ
ッ
プ
を
敷
き

ま
す
。
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、
六
角
形

の
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
、
竹
馬
、
一
輪
車
と

そ
の
手
す
り
を
設
置
し
ま
す
。

保
育
士
等
処
遇
改
善

（
１
５
８
７
万
円
）

問  

民
間
保
育
園
７
カ
所
に
ど
の
よ
う
に

交
付
さ
れ
る
の
か
。

答  

民
間
保
育
園
７
カ
所
分
の
職
員
の
処

遇
を
改
善
す
る
た
め
の
補
助
事
業
で
す
。

補
助
金
額
に
つ
い
て
は
、
基
準
額
に
そ
れ

ぞ
れ
入
所
児
童
数
等
を
乗
じ
て
算
定
さ
れ

ま
す
。
保
育
園
の
規
模
に
よ
り
違
い
が
あ

り
ま
す
が
、
１
つ
の
保
育
園
で
約
２
０
０

万
円
前
後
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を

正
規
の
保
育
士
、
臨
時
の
保
育
士
、
事
務

員
、
用
務
員
等
に
配
分
し
ま
す
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

（
１
３
６
万
円
）

問  

地
域
防
犯
体
制
支
援
と
し
て
の
対
策

と
設
置
場
所
は
。

答  

鴻
巣
駅
東
口
の
エ
ル
ミ
パ
ー
ク
と
鴻

巣
中
央
図
書
館
と
の
市
道
交
差
点
に
、
防

犯
カ
メ
ラ
を
２
基
設
置
し
ま
す
。
こ
の
機

器
は
、
い
た
ず
ら
防
止
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
等
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
を
備
え

24
時
間
稼
働
す
る
こ
と
で
、
駅
周
辺
の
安

心
安
全
な
環
境
の
整
備
に
努
め
る
も
の
で

す
。

鴻
巣
市
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

問  

個
人
市
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の
特

別
徴
収
制
度
を
見
直
し
、
年
金
受
給
者
の

納
税
便
宜
や
徴
収
事
務
の
効
率
化
を
図
る

と
の
こ
と
だ
が
、
平
成
25
年
度
の
状
況
を

問
う
。

答  

本
市
に
お
い
て
公
的
年
金
等
を
受
給

し
て
い
る
方
は
約
２
万
人
い
ま
す
が
、
こ

の
う
ち
公
的
年
金
か
ら
税
額
を
特
別
徴
収

し
て
い
る
方
は
約
８
４
０
０
人
で
す
。
残

り
の
約
１
万
１
６
０
０
人
の
方
は
年
金
受

給
額
が
規
定
に
満
た
な
い
方
、
ま
た
は
、

申
告
等
を
さ
れ
ま
し
た
が
非
課
税
に
な
っ

た
方
で
す
。

問  

仮
徴
収
額
と
本
徴
収
税
額
の
平
準
化

を
図
る
と
は
年
額
が
変
わ
る
か
ら
か
。

答  

前
年
度
の
本
徴
収
税
額
と
同
額
に
す

る
仮
徴
収
算
定
方
式
に
よ
る
現
行
の
仕
組

み
で
は
、
一
度
仮
徴
収
と
本
徴
収
の
税
額

に
差
が
生
じ
る
と
、
そ
の
差
が
解
消
さ
れ

な
い
こ
と
か
ら
、
納
税
者
の
方
か
ら
も
平

準
化
を
図
る
対
策
は
な
い
の
か
と
の
要
望

も
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。
こ
の
改
正

で
、
年
税
額
の
２
分
の
１
を
仮
徴
収
税
額

に
す
る
こ
と
で
、
年
間
の
徴
収
税
額
の
平

準
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

補正予算補正予算

条例の制定

条例の改正

野田市で飼育されているコウノトリ

条例の一部改正


